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｜地震や津波の被災池など世界各地

ｉで緊急救援や復興支援をほうＡＭ

ＤＡの今後の取り組みや、将来の

－
－
－
－
－
－
－

り誕望について聞いた。・伊丹友香

　国際医療ボランティアＡＭＤＡ

(岡山市北区伊福E町)の活動に専念

するため、菅波茂代表=で631が６月

末で医療法人理事長を退いた。大

ＡＭＤＡ活動専念する菅波代表に聞く
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
題
は
。

専
念
す
る
ヨ
由
は
。
　
　
　
ま
ず
は
現
場
へ
足
を
達

　
地
域
、
回
戦
貢
駆
に
取
び
た
い
。
世
界
各
地
に
あ

り
組
ん
て
き
た
が
、
地
域
る
こ
又
召
す
べ
て
と
、
長

責
一
示
に
つ
ご
・
汪
Ξ
警
ら
蔡
に
わ
た
じ
展
関
し
て
い

人
や
三
眠
一
五
百
に
ｔ
を
る
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

通
じ
て
一
定
の
成
果
を
出
視
察
に
行
く
。

せ
た
と
思
っ
て
い
る
。
一
　
　
２
０
０
６
年
８
月
、
国

方
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ま
だ
発
達
委
員
会
な
ど
で
政
策
提

展
中
だ
。
今
後
は
岡
山
発
言
が
で
き
る
協
議
資
格
を

の
国
際
貢
献
に
全
力
で
尽
取
得
し
て
お
り
、
こ
れ
を

く
し
た
い
。
　
　
　
　
　
有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば

　
医
師
の
仕
事
も
、
Ａ
Ｍ
な
ら
な
い
。
協
力
協
定
を

Ｄ
Ａ
の
活
動
も
兪
が
か
か
結
ぶ
岡
山
大
、
広
島
大
大

っ
て
レ
る
。
そ
の
両
方
に
学
院
な
ど
と
一
緒
に
効
果

同
じ
よ
う
に
責
任
を
持
つ
的
て
具
体
的
な
方
策
を
考

の
は
難
し
い
。
医
警
法
人
え
て
い
き
た
い
。

の
責
任
者
と
診
療
医
と
い
　
　
今
後
の
活
動
の
展
開

う
立
場
で
は
、
1
0
日
以
上
は
。

の
出
張
は
難
し
く
、
な
か

な
か
被
災
地
へ
出
向
く
こ

と
が
で
き
ず
、
も
ど
か
し

い
思
い
も
あ
っ
た
。

　
－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
と
し

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
専
念
し
、

将
来
展
望
を
語
る
菅
波
代
表

ッ
ト
ワ
ー
ク

一
つ
は
緊
急
救
援
シ
ス
ー
ク
の
拡
大
だ
。
「
救
え

て
重
点
的
に
取
り
組
む
課
テ
ム
の
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
る
兪
が
あ
れ
ば
ど
こ
へ
で

や
甲
南
米
な
ど
に
は
強
”
ヽ
已
に
し
て
い
き
た
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
け
た
　
‐
具
体
的
な
構
想
芦

が
、
中
央
ア
ジ
ア
や
中
近
　
現
在
、
ハ
ノ
・
半
｝
兄
震

東
な
ど
で
は
ま
だ
ま
だ
。
の
被
災
地
で
進
め
て
；
る

今
年
中
に
モ
ン
ゴ
ル
や
ト
復
興
支
援
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
、

ル
コ
な
ど
へ
出
向
い
て
可
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
腰
・
）

ｊ
１
．
能
性
を
探
り
た
い
。
　
　
た
市
民
参
加
の
ブ
ロ
グ
ラ

ｒ
　
。
　
　
も
う
一
つ
は
「
市
民
参
ム
を
計
画
し
て
い
る
。
今

　
　
　
加
型
人
道
支
援
外
交
」
の
夏
、
岡
山
、
大
阪
な
ど
乃

　
　
　
実
現
だ
。
こ
れ
ま
で
人
道
中
学
生
を
男
子
こ
ー

　
　
　
支
援
は
専
門
家
が
行
い
、
し
、
サ
ッ
カ
ー
ー
・
な
ぶ
垣

も
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
活
も
ら
っ
た
り
、
自
分
た
ち

動
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
で
手
渡
し
て
も
ら
え
る
よ

む
組
織
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
ブ

ー
ツ
夢
機
構
一
を
二
芒
二

げ
、
継
続
的
二
言
一
三
ご
た

い
。
５
年
以
・
万
岳
こ
基

盤
を
整
え
る
平
ご
を
＝
毎

に
し
て
い
る
。
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